
本冊子は、令和４年度 教員特別研究「研究テーマ 市民活動・NPO・対人支援分野の隘路と希望：卒業生との
共同プロジェクト」の成果をまとめたものです

　「みんなのNPO研究室」という試みは、静岡県立大学在学

中に、学生サークルでの活動に取り組み、そして、卒業後、

社会を少しでもよくしようという活動をしてきた卒業生たちに

語り合ってもらい、今の自分たちのありようについて洞察を

得てもらったり、また、その語り合いを現役学生に共有して

もらうことで、現役学生に参加している学生サークルでの活

動の意味を感じてもらったりしようという試みである。

　「みんなのNPO研究室」という名前を付けたが、NPOは、

公 public と私 privateの中間領域にある。私の理解では、

この領域は、中間であるがゆえに、そもそも矛盾を抱えてい

る。目的と手段を、なんらかの妥協のもとにハイブリッドに

しないといけないということだ。中間領域を、空白領域にし

ないという目標は良い。しかしながら、その領域を自発的

結社 voluntary association で埋めようとすれば、矛盾と向

き合わざるを得ない。卒業生たちが、その矛盾とどう向き合っ

ているのか、また、学生サークルに取り組んだことがその向

き合い方をどのように支えているかを知りたいと思った。学

生サークルという原体験が、卒業生の今にどう活きているか

である。私には二つの発見があった。

　第一の発見は、この原体験は、学生サークルで活動した

卒業生は、ミッションをめぐる二つの問いを持ち続けながら

生きるようになるということである。一つは、「これは本当

に私たちのやりたいことか」という問い、もう一つは、「私た

ちは本当にミッションを達成しているのか」という問いであ

る。学生サークルの活動とは、この二つの問いをめぐって、

ぐるぐるし続ける活動であるといってよい。卒業生たちは、

このような問い方を保ち、そして、それに対する答えを深化

させている。

　一つ目の問いは、自分自身が持っている価値に関する問

いであり、自分（たち）の目指していることに本当に意味があ

るのか、有意義なのかという問いである。NPOが中間領域

にある限り、目指している目標と、目指すための手段との間

の矛盾には、学生サークル以上に向き合わざるを得ない。

この問いに対する答えが深化するとは、問いに答えるため

の補助線を手に入れるということである。たとえば、社会構

造という補助線を引けば、今、晒されてる矛盾が、個人的

なものではなく、社会的に「強制」されている矛盾だと気づ

き、矛盾の解き方が変わってくる。人権という補助線を引け

ば、価値という部分で合意がとりやすくなる。より良い補助

線を引けるというのは賢くなるということだと思う。つまり、

この問いは、卒業生を賢くしている。

　二つ目の問いは、自分自身の出来ばえに対する問いであ

り、今の自分の力量や暮らしの中で、納得できるまでやれて

いるのかという問いである。当然のことだが、誰もが、今

できることには限りがある。しかしながら、もう少しできる

のではないか、もっとできるのではないかと、再度自問自答

する。いったん、利益追求を目指す民間企業で働いたけれ

ども、現在は、NPOをはじめとする社会的な目的をもつ場

で働いている人も少なくない。それは、やはり、自分ができ

ることをやっているのかという問いを持ち、できる範囲を広

げようとしたからだと思う。この問いを持てば、自分には厳

しくならざるを得ず、悩まざるを得ない。つまり、この問いは、

卒業生の試行錯誤を支えている。

　第二の発見は、卒業生たちは、学生サークルでの活動を

通じて身体化した、人とのつながり方を保ちながら生き続

け、その結果として人生を変えていくということである。学

生サークルは、上記のような問いについてよりよく答えよう

と、仲間とともに試行錯誤する濃密な交流の場である。指

示を出す―指示を受けるという関係でない集団で、議論を

し、共に学び、実践をする。そこでは、通常の人間関係で

は味わえない、より深いところで、人と人が対等につながる

経験がなされている。卒業生たちは、こうした実体験に基

づく「人とのつながり方」を感覚的に「正しい」ものとして手放

さず、一種のスタイルとして身体化している。異なる生き方

や働き方をしていようとも、卒業生は、このスタイルを発揮

しながら、人生を切り開いている。

　NPOという、中間領域を生き抜く卒業生たちは、中間領

域にいるがゆえに出会わざるを得ない二つの問いを手放さ

ずに試行錯誤し、また、中間領域でなければ身につけるこ

とができない人とのつながり方を手放さずに身近な民主主

義を実践している。

　この冊子が、この中間領域を生き抜こうとしているがゆえ

に悩まざるを得ない方々と、中間領域に一歩踏み込もうとし

ている若き後輩に勇気を与えることを願っている。
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「みんなのNPO研究室」は、NPOに関わる人たち

が日々の取り組みの中で向き合う普遍的なテーマ

について語り合い、お互いの考えが可視化される

ことで、学びを深めていく場です。全6回のトーク

セッションを通じて、さまざまな視点からNPOに

ついての学びを深めます。

各トークセッションのスピーカーを務めるのは、静

岡県立大学を卒業し、NPO等の社会的な活動に

関わる卒業生たちです。静岡県立大学には、社会

貢献を目的とした学生団体が多く存在します。例

えば、国際協力・環境・まちづくり・多文化共生・

子どもの学習支援・若者の社会参画など、さまざ

まなテーマに基づいて、学生の自発的な活動によ

り運営されています。

こうした学生時代の活動がきっかけとなり、その後

のキャリア選択において、NPOに携わることを選

択した卒業生が複数存在していることから、今回

の企画が生まれました。大学の一角にある研究室

のように、自由に探求できる空間で、これからの

NPOの在り方についてヒントを探ります。

本冊子では、「みんなのNPO研究室」で実施した

トークセッションの内容をお伝えします。

※なお、本企画における「NPO」とは、一般的なNPO法人そのものを示すものではなく、社会的・公益的な取組・
事業を行う組織全般を示す ものです。非営利組織を中心に、社会貢献につながる事業を行う企業等の事例も
扱います。

トークセッションのテーマは、NPOでのキャリアに
ついて考える「NPOの働き方」、組織運営の悩みに
ついて考える「NPOの悩み方」、個別具体的なテー
マを探求する「NPOの考え方」の3分野から構成さ
れます。

各テーマに紐づいたゲストを招き、テーマに沿っ
た「問い」を立てながら、探求を深めます。日々の
仕事や活動の中で感じるリアルな想いや考えを語
り合うことで、新たな学びや発見がありました。

NPOの
働き方編

「みんなのNPO研究室」は、静岡県立大学の卒業

生3名と教授により企画・運営されているプロジェ

クトです。

静岡県立大学は学生数 3000名弱という規模の大

学ですが、社会貢献を目的とした学生団体が多く

存在します。例えば、国際協力・環境・まちづくり・

多文化共生・子どもの学習支援・若者の社会参画・

対話の場づくり・大学生のキャリア支援など、さま

ざまなテーマに基づいて、学生の自発的な活動に

より運営されています。

それらの学生団体の顧問を務めている津富宏教授

の研究室は、学生の間で「つとけん」と呼ばれ、十

数年前から現在に至るまで、学生団体に所属する

学生たちが毎日のように集う場となっています。研

究室に出入りする学生たちは、所属・学部を超え

て自由に交流し、時には熱く議論を交わすことも

ありました。

こうした学生時代の経験がきっかけとなり、その後

のキャリア選択において、NPOに携わることを選

択した卒業生が少しずつ増えてきました。わたし

たち、「みんなのNPO研究室」企画メンバーもそ

の1人です。

静岡県立大学の一角にある「つとけん」のように、

「みんなのNPO研究室」のプロジェクトを通じて、

NPOに関わる人たちが自由に探求できる空間が作

れたらと考えています。

第1回 よりよい社会をつくる仕事・活動に携わるわたしのキャリア

第2回 NPOで働く・活動するみんなのお悩み座談会（※非公開）

NPOの
悩み方編

第3回 わたしのミッションと暮らしのすり合わせ

第4回 NPOの財源に関する勉強会

NPOの
考え方編

第5回 人を援助することを考える

第6回 学生時代の活動がいまの自分にもたらしたものとは

「みんなのNPO研究室」を企画するわたしたちについて

トークセッションについて

NPOに関わる人・関わりたいと考える人のための
学びを深めるプラットフォーム「みんなのNPO研究室」

私の研究室に出入りしていた学生さんの中から、多くの方が「NPO」のお仕事に携わっています。

私の（早期）退職を控えて、こうした卒業生の皆さんに、私の研究室で行われていたような、活

発かつ率直な意見交換をしていただき、私たちの未来を展望したいと思っています。皆さん、

楽しみにしてください。

とても幸せなことに、卒業後も（NPO界隈に限らず）尊敬できる方にはたくさん出会えたと思って

います。…が。NPOにまつわるどストレートな悩みを、飾ることなくぶつけ合えるのって、やっ

ぱり一般棟6F一番奥の研究室で過ごしたみなさんなんです。「じゃ、あとで研究室で話そ。」この

言葉を久しぶりにみなさんに言えることが嬉しいです。

ある日、津富先生からお電話をいただき「NPOに関わる卒業生たちが今どんなことを考えてい

るのか、知りたいんだ」と相談を受けたことがきっかけとなって生まれたこのプロジェクト。恩師

の退官を前に、「"つとけん"で過ごした日々が今の自分の原点だ」と感じているOBOGと一緒に、

NPOの現在地点と未来について考える機会となればと思っています。

渡辺 眞子
NPO職員（静岡県立大学国際関係学部2015年卒業/1992年生まれ）

村松 可菜
一般社団法人 グリーンパークあさはた（静岡県立大学食品栄養科学部2019年卒業/1996年生まれ）

学生時代のサークル活動でいろんな人に出会い、視野が広がりました。サークル活動が充実し
ていたのは、つとけんがあったからこそ。つとけんのような、ふらっと立ち寄れば誰かいて、何
かすっきりしたり、ほっとしたりできる…そんな場をつくっていけたらいいなと思っています。

企画・運営メンバー

津富 宏
国際関係学部国際関係学科：教授、国際関係学研究科：教授（兼務）

留奥 志保
NPO法人LEGIKA（静岡県立大学国際関係学部2013年卒業/1990年生まれ）
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続いて、鈴木さんの現在に至るまでのキャリアの歩みにつ
いて伺いました。

大学在学中は、複数の学生団体に所属しながら、現在も静
岡県立大学で活動する「環境サークルCO-CO」を立ち上げる
など、精力的に活動をしていた鈴木さん。

その中で、鈴木さんが働くこととなる「公益社団法人チャン
ス・フォー・チルドレン（以下、 CFC）」の理事と出会うなど、
その後のキャリアにつながる出会いが多く得られた学生時
代を過ごされたそうです。ただ、大学卒業後にいきなり
NPOに就職したわけではなく、IT系ベンチャー企業への就
職を決断しました。

　　　鈴木さん：当時考えていたことが稚拙で恥ずかしい
　　　と思うけど、振り返ってみると「まず力をつけないと
NPOでやっていけいないのでは、特にビジネス面の力が必
要だ」と思ってITベンチャーに就職しました。NPOはいいこ
とやっているんだけど財力や仕事の力量の面で足りていな
い部分があるという感覚をもっていたので、そういう面の力
がないとやれないんじゃないかと感じていました。

ITベンチャーで2年ほど働いたのちに、CFCへと転職をしま
す。CFCで約4年働いたタイミングで、鈴木さんにある転機
が訪れました。

　　　鈴木さん：2018年頃に今後の働き方について見つ
　　　め直す出来事があり、働く場所について選択をしな
ければならない状況になりました。東北に残るか・離れる
か決めなければならない局面に立った時に、東北という地
域や出会った人たちにとても強く魅力を感じていたことに気
づいたんです。そして、東北に残る選択肢を選びました。
同じ時期に、TEDICから「一緒に働かないか」と声をかけて
もらって、TEDICへの転職を決めました。TEDICを選んだ
のは、後から振り返って考えるといい選択だったと思ってい
ます。当時は気づいていなかったけど、自分は人を能力で
みたり、結果が全てという価値観で育ってきていました。
TEDICで、いろんな状況の中で生きている子どもたちやス
タッフ・ボランティアと関わるなかで、自分の価値観や、生
きること・人と関わることについての問いをたくさんもらえ
た。それがすごく苦しい時期もあったけど、今はすごく良い
選択だったと思っています。NPO業界の中にも能力主義が
すごく埋め込まれているとおもっていて、「生活困窮者をこ
の数だけ支援すればいくら財源がもらえる」という仕組みも
ある。社会の中に蔓延っている能力主義の価値観がケアの
現場にも影響を及ぼしていることは想像していなかったん
です。TEDICに入る前の自分は「純粋にいいことをしている」
としか感じていませんでした。

続いて、大原さんの現在に至るまでのキャリアについて伺
いました。

大学在学中に休学をして、愛媛県愛南町でアルバイトとして
働いていたという、珍しい経歴を持つ青野さん。この愛南
町での経験が今の働き方にも繋がっているそうです。

　　　大原さん：愛南町という小さな町に精神病院が一つ
　　　あって、そのスタッフと患者、地域の方々がNPOを
運営しているんですが、障害がある人も高齢者も「共に生き
る、共に働く」というのがコンセプトでした。お世話になっ
ている大学の先生を通じてその存在を知ることができたの
ですが、当時の自分の中では「農業と地域」が一つテーマに
なっていて、ちょうど愛南町のNPOで農業にも取り組んで
いたことや、自分自身の家族に精神障害を持つ人がいるな
かで、自分の中の気になるテーマが全部あるとおもって愛
南町に行きました。そのNPOでは、理事長をはじめとした
皆さんが、他に自分の仕事を持ちつつNPOを運営していま
した。その姿を見ながら、仕事をしながら地域で活動する
という姿勢がいいなと感じました。

休学後に「静岡2.0」を立ち上げた大原さんですが、休学中、
愛南町で働いた後に石巻に訪れた経験が団体発足に大きく

影響しています。

　　　大原さん：愛南町にいた時にたまたま石巻で活動し
　　　ている方と知り合いになって、愛南町で働く期間が
終わったタイミングで石巻に滞在させてもらいました。自分
の地元である焼津と石巻がすごく似ていると感じて、自分
の地元が被災したらこうなっちゃうと感じたんです。福祉避
難所という、仮設住宅に1人で住んでいたけど生活がまま
ならなくなってしまった方や、DVの問題など、さまざまな
問題が生じている方が避難して暮らす場所に伺って、お話
を聞かせていただくことがありました。福祉避難所にいらっ
しゃる方々の「人とのつながりの弱さ」を感じた一方で、他
に目を向けるといろんな人たちと繋がりをもって前を向いて
いる方もいて、普段の人との繋がりが震災後の困難に大き
く影響していることを感じたんです。防波堤をどうするとか
そういうことはできないけど、人とのつながりを事前に作っ
ておくということは学生の自分でもできるかもしれないと思
いました。

小島 優さん
 株式会社マザーハウス

静岡県立大学国際関係学部
（2007年卒業）

鈴木 平さん
NPO法人TEDIC 代表理事

静岡県立大学国際関係学部
（2011年卒業）

大原 みちのさん
静岡2.0 発起人

静岡県立大学国際関係学部
（2014年卒業）

村松 可菜さん
 一般社団法人 グリーンパークあさはた

静岡県立大学食品栄養科学部
（2019年卒業）

よりよい社会をつくる仕事・活動に携わるわたしのキャリア
みんなのNPO 研究室レポート#01NPOの働き方編

faci l i tator guestguestguest

2022/05/29(sun) 16:00 - 17:30 / online / free

ビジネスを通じて途上国の可能性に光を当てたい - 小島優さんのキャリアの歩み

働くことを通じて「生きていく・人と関わるうえでの"問い"」をもらえた
- 鈴木平さんのキャリアの歩み

地域と関わることをライフワークにしたい - 大原みちのさんのキャリアの歩み

今回のゲストは、「途上国から世界に通用するブランドをつくる」を理念に、途上国の素材と職人の手仕事
から生まれたバッグ、ジュエリー、アパレルなどを手掛ける株式会社マザーハウスで働く小島 優さん。宮城
県石巻市で、「すべての子ども・若者が自分の人生を自分で生きる」ことができる地域社会を目指して活動
する、NPO法人TEDIC 代表理事の鈴木平さん。東日本大震災をきっかけに、「被災する前に、できること
をしておきたい」という想いのもと、静岡2.0 という市民団体を立ち上げた大原 みちのさん。
企業・NPO・市民活動というそれぞれ異なるフィールドで、よりよい社会にむけて事業や活動に取り組む3
人のキャリアについてお話を伺いました。

まずは、小島さんの現在に至るまでのキャリアの歩みについ
て伺いました。

幼い頃から海外への憧れがあり、中学生時代に緒方貞子さ
んに影響を受けたことで、国際社会への関心をいただくよう
になった小島さん。大学入学後は、学生のキャリア支援に
取り組む学生団体等での活動に取り組み、大学卒業後、食
品商社へと就職をしますが「20代のうちに海外で働く経験を
したい！」と、イギリスへワーキングホリデーに行く決断をしま
す。

　　　小島さん：ワーホリ＝遊びと思われるのがいやで、
　　　思いっきり働いた2年間でした。職を決めずに現地に
行って、日本食レストランでアルバイトしながら現地のエー
ジェントに登録し、最終的にはイギリス系の旅行会社で働く
ことになりました。英語力がある方だと思っていたけど全然
ダメで、苦労したこともあったけど、現地の働き方を経験で
きたのがよかったです。自分にとってはとても楽しい2年間
でした。

ワーキングホリデーから帰国後、イギリスに行く前から採用
選考への応募を検討していたマザーハウスに応募をします

が、その時の選考では採用には至りませんでした。それでも、
マザーハウスで働くことを諦めずにチャレンジを続けた背景
には、学生の頃に経験した原体験がありました。

　　　小島さん：一度落ちてしまった時にマザーハウスで働
　　　くことを諦めていたけど、産休中に自分のキャリアの
棚卸しをする中で、学生時代にバングラデシュのグラミン銀
行にインターンへ行った経験を思い出したんです。そこで、
「ビジネスを通じて光が当たらないところに光を当てたい」と
いう思いが蘇ってきました。元々やりたかったことと現在地
がかけ離れていることを感じていた時に、今担当している
「E.（イードット）」の広告をSNSで見て、新しい事業が立ち上
がったタイミングでもう一度、ダメもとで挑戦してみたんです。

もう一度挑戦できたのは、自分の原体験に立ち返った時に
「ビジネスを通じて可能性を広げたい」と思ったから。” 途上
国” と呼ばれてしまう、多くの方がマイナスのイメージをもつ
国に対して、プロダクトを通じて素晴らしい資源・技術があ
るという可能性を伝えられるし、プロダクトを通じてお客様
自身が新しい自分に気づけるという可能性が、この仕事に
はあると感じています。
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後半のトークセッションでは、「今の携わり方だからできる
こと・できないこと」について3人にお話を伺いました。

　　　小島さん：自分は「０→１」で新しく物事を生み出し
　　　たいタイプではありますが、会社の戦略と紐づけた
中で自分のやりたいことを整理し、お客様にどれだけ価値
のあることなのかを考え、会社の利益や成果につながる提
案やアウトプットをしていく必要があります。単純な「やりた
い」という想いではできないというのが、大原さんたちのよ
うな市民活動との違いとしてあるかもしれません。

　　　鈴木さん：一般的には「NPOってボランティアで
　　　しょ？」って言われることが多いです。そして、理解し
てもらう難しさもある。あと、去年から代表をやっています
が、自分の思いだけではなく、周りの思いも汲んで"代わり
に表す"役割を担う歯痒さもあったりします。「自分がやりた

いことができる」という訳ではなく、いまの組織で出来ない
ことは他の場所でやっていく必要があることも考えていま
す。

　　　大原さん：自分達の無理のないペースを大切にしな
　　　がら、他のメンバーの生活にも配慮し合いながらで
きているのは良い点だと思っています。仕事として市民活
動センターにも関わっていますが、行政の仕事になるので、
枠組みや自分が持つ権限のなかでできることが限られてし
まうと感じます。仕事でやっているみなさんに比べたら注ぎ
込める時間が少ないという葛藤があり、歯痒いです。「いま
自分たちが大切にしていることを取捨選択する必要がある
よね」ということもメンバーと話しています。

そして、愛南町に行っても、石巻に行っても、自分の地元
のことを考えている自分がいて、静岡に帰ったら自分の地
元で何かをしたいと考えていました。自分の両親が、読み
聞かせのボランティアや地域の役割を担っているのが普通
だったので、地域と関わることをライフワークとしたいとお
もって、静岡2.0を立ち上げる時も、学生団体ではなく地域
団体にしようと言って社会人の方も仲間にして、卒業後も活
動を続けるつもりでスタートしました。

現在、子育てをしながら活動に関わる大原さんですが、ラ
イフステージの変化の中で、団体活動を続けていけるか悩
んだ時期がありました。「自分が活動から離れたら静岡2.0
は終わってしまうのでは」と考えていた時に、大学の後輩で
もある静岡2.0のメンバーが代表を引き継いでくれたこと
で、現在も子育てをしながらライフワークとして活動に関わ
り続けることが出来ています。

トークセッションの最後に、ゲストの3人が考える「よりよい
社会とはどんなものか」についてお話いただきました。

　　　小島さん：一回失敗をしたり、成功のレールから外
　　　れても何度でも戻って挑戦できる社会、違いを尊重
して認め合える社会だと感じています。マザーハウスの役
割として「途上国の可能性に光を当てる」というものがありま
すが、「可能性に光を当てる」という意味で、いつでも誰で
もチャレンジできるようになるといいなと感じています。周
りと支え合いながら可能性を発揮できるといいなと。自分
自身、20代の時期に悩んで葛藤して、36歳でマザーハウ
スに転職しました。一回り年齢が下の方が上司という環境
の中で、自分自身の可能性も証明したいと思っています。

　　　鈴木さん：この問い自体を問い続けることがより良
　　　い社会に繋がるのではと考えていました。前提とし
て、自分にとっての社会をどう設定するかが大事だと思いま
す。自分1人、自分と家族・・・何に置き換えるか。石巻を

社会とした時に、TEDICだけがよりよい社会を考えても仕
方がないとも思います。子どもたちや住民の方と一緒に考
えないと意味がない。一つの言葉に決めたほうがスマート
だと思うけど、余白がある価値観や考え方があって、ずっと
みんながそれを問い続けることで、それぞれに生きやすい
社会の在り方が生まれることが大切だと思います。

　　　大原さん：社会をどう捉えるかという場合に、自分
　　　自身もひとりのメンバーだと思っていて、まずは自分
自身が元気でいることも大事だと思っています。あとは、ど
んな状況でも納得していられること。生きているといろんな
ことが起きると思うけど、どんな状況でも納得していられる
ということが大切だと思っています。誰もが納得しながら生
きていられるためには、納得できない現状を草の根から変
えることができたり、選択肢を増やすことができたり、はた
また自分が変わらなくても大丈夫と思えるくらい柔軟で包摂
的な社会や地域だといいなと思います。

企業・NPO・市民活動、それぞれの「良さ」と「葛藤」

取り組みの先にある「よりよい社会」とは ゲストの現在の仕事と暮らし

若林 勇太さん
NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡

静岡県立大学国際関係学部
（2013年卒業）

留奥 志保さん
NPO法人LEGIKA

静岡県立大学国際関係学部
（2013年卒業）

柴田 涼さん
社会福祉法人静和会

静岡県立大学国際関係学部
（2014年卒業）

村松 可菜さん
 一般社団法人 グリーンパークあさはた

静岡県立大学食品栄養科学部
（2019年卒業）

 わたしのミッションと暮らしのすり合わせ
みんなのNPO 研究室レポート#02NPOの悩み方編

faci l i tator guestguestguest

2022/10/01(sat) 18:30 - 20:30 / online / free

今回のテーマは「わたしのミッションと暮らしのすり合わせ」。みんなの NPO 研究室のこれまでのトークセッ
ションの中で、NPO 業界や人を支援するという業界で働く人の悩みの一つに「ワークライフバランス」があ
げられました。しかし、仕事と生活というようには、一概には分けられないと考え、ここではあえて仕事で
はなくミッションという言葉を選びました。（※このレポートで用いる「ミッション」とは、自分の大切にして
いる価値観のことを指します。）

まずはみなさんのご経歴と現在のお仕事・暮らしの様子を伺いました。

ニート・ひきこもりなど働くことに悩み
を抱えている方への就労支援

サウナとウイスキー
ハムスターのお世話

学生寮の運営、漫画家の支援（共同生
活の中のコミュニケーションサポート、
成長支援）

1児 (3歳 )の母
晩酌、漫画愛読

おうち探しに困っている方（高齢者、シ
ングルマザー、ホームレスの方など）の
サポート

サーフィン、ギター、市民活動（静岡
2.0：コミュニティレジリエンスを高め困
難を緩やかに乗り越えていくことを目指
す団体）

若林勇太さん

仕事 暮らし

留奥志保さん

柴田涼さん

みなさんのお話を聞いて
三者三様のキャリアの歩み、そしてそれぞれの携わり方における良さや葛藤まで、たっぷりお聞きすることがで
きたトークセッションでした。「社会をよくしたい」という想いを持った時、どんな働き方・生き方ができるのか
を具体的に知ることができた機会になりました。
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　　　柴田さん：自分は、社会の中で「困った」という心と
　　　いうか、困った状態とか、そういう人たちを社会構
造レベルで、よくしていくということをやりたいのだと最近
気づきました。社会構造というのは、文化とかそういうもの

になると思います。若林さんと同じく、自分も湯浅さんに影

響を受けています。スタート（生まれ落ちてから）の差が社

会の中にある＝社会格差に納得いかないんです。県大で課

題だと思っていることを言語化してもらいました。貧困問題

についても正面から答えてくれ、納得する答えをくれたの

が津富先生です。

困った人に会ったときに、何かしたいけど何もできなかっ
たという経験や、自分が暮らしていてこんなことに困った、
躓いた時に「どうしよう」って心の動きがあったからそういう
ふうに思うんだと思います。そういう文化があれば転ばずに
済んだはず。環境を整えたらいいのになって思っています。

ミッション「大切にしている価値観」

　　　若林さん：ちょっと抽象的な話になるんですけど、

　　　私がなりたいなあって思ってるのはですね…。ちょう

ど二週間ぐらい前に、家でハムスターを飼い始めたんです。

まだ二週間でぜんぜん懐いてないんですけど、かわいくて。

何がかわいいって、餌をね、貯蔵行動っていうんですけど、

餌をほっぺに貯めるんですよ。たくさん。 ほっぺに貯めて、

すごいほっぺをふくらまして、自分の巣にこう持ってって。

置いておくんですよ。別にそれ食べるわけじゃないみたい

なんですけど、置いとけば置いておくほど、すごく安心する

みたいで。食べ物がないってすごくストレスでなんか不安に

なっちゃうみたいな。何が言いたいかっていうと、僕の価
値観とかミッションとかは、その貯めてあるエサになりた
いって思ったりするんです。

社会活動家の湯浅誠さんが言っていらっしゃる「貯め」とい

う言葉があります。何かがあったときに、支えてくれる人間

関係だとか、何かがあったときに…、例えば、塾に行くお

金がないとかね。そういう人が、頑張れるためにはやっぱ

り貯めが必要だな、なんて言ったりするんです。（これは）

ハムスターにとってのエサですよね。僕はニート支援だとか

引きこもり支援っていうのをやってますけれども、自分の関
わる人だったり、自分が作る場が、まあそういった関わる
人にとっても「貯め」になればいいなあって。こんなことを
大事にしながら、仕事をしています。

　　　留奥さん：私は、今の活動に至っている礎には、やっ

　　　ぱり学生時代の経験があると思います。今もあるサー

クルで言うと、YECという若者支援の分野で活動している団

体と、津富先生のやっている就労支援の活動にかなり強い

影響を受けました。もう一つ、多分現在はファシリテーショ

ン同好会という名前で静岡県立大にあると思いますが、

POCっていう団体でファシリテーションの活動をしていまし

た。簡単に言うと、その辺りの活動を全部ひっくるめたこと

を今やっている感じです。例えば、学生寮に関わるっていう

ところで言うと、共同生活ってすごい、むき出しの人間性が

出るというか…我慢してるとやっていけないし、折り合いを

つければいいってものでもないし…。そこでどう自分らしく

あるかっていうこととか、一緒に生活するその半径２メート

ルの距離感をどう良くしていくかがすごく求められる場所な

んです。私はその場所に魅力を感じています。私自身も自

分らしさっていうものを、自分が関わる人には大切にして
ほしいなあと思いますし、やっぱり半径2メートルの範囲を
良くしていく積み重ねがたぶんこの社会を良くしていくんだ
ろうなっていうところで、そこを自分は大切にしています。

私のミッションというか…自分がそういう人たちのそばに居
たいなというのが私の動機かなと思います。うまく言語化で
きないですけど。

自分のミッションと暮らし両立って難しい？

イメージはハムスターのエサ。誰かの「貯め」になりたい。－若林勇太さん ①お給料と働き方

自分のやりたい（ミッション）が仕事と重なってきた皆さんですが、自分のミッションと暮らしの両立については、様々な面で

難しさもあることがわかりました。

みなさん人並みにもらっていると思うとのことでしたが、課題

もあるようです。

　　　若林さん：僕は人並みな気がするけど、この先の給与

　　　の上り幅は何もわからないです。一年働いたら何千

円、何万円上がるとかっていうのは、期待しない方が良いん

だろうなって思っています。NPOの事業は委託業務がメイン
で、単年度のものが多いので、そこに何とかしがみついてくっ
てリスクが高いです。リスクヘッジとして、自分の食いぶちは
自分で作りたい。 委託事業を新たにとってくるとかね。

　　　留奥さん：正直こんだけ働いたらもうちょっともらって
　　　いいだろうって思う日の方が多いです。家族を持つと、

自分のやりたいだけではうまくいかないなって思うところが多

いです。今は子供もいるっていうのも含め、給料とか働き方

の話になると、ちょっとゴニョゴニョしてしまいます。人並み

くらいで子供と楽しく過ごせたらいいなと思う中で、 こんだけ
あくせくやってて給料が見合ってないって言われるのは分かる
けど、この活動に出会ってしまったり、自分のやりたいに出会っ
てしまった以上、簡単には離れられないという気持ちもありま
す。 現実をとるか、自分の気持ちをとるかというところで、ずっ
と悩み続けてます。

どんな職業でも、オンとオフは課題だと思いますが、3人とも

それぞれの考えをお持ちでした。

　　　留奥さん：子供産んでから無理やり切り分けるように
　　　頑張っています。やらないとか、別の手段を探したり、
ほかの人にやってもらっていますが、やりたいことを百やれて
るかっていうと、なんかな…という感じです。

　　　若林さん：NPOで働くって、なんか熱い想いがないと
　　　いけないんじゃないの？って思われてる気もしていま
す。僕はそういう想いも持ちつつ、所詮仕事と思おうとしてい
る自分がいます。そう思わないとそれこそ夜中の2時まで付き
合ってしまう。 他者への思い溢れる自分も出てきたりしてしま

うので。 所詮は8時間やる暇つぶし。でも 同じ暇つぶしだっ
たら、楽しい方がいいだろうし、やりがいがあった方がいい。

　　　柴田さん：自分は相談者さんのことを考える時間は圧

　　　倒的に増えました。 一度、バランスが取れなくなって、

うつじゃないけど、元気がなくなっちゃったことはありました。

でも、そこも学ぶしかないと思います。どっかでやっぱ切り替
えなきゃいけない、自分ができないラインがあるってことを
知って、切り替えなきゃならない。この仕事で傷ついて学ぶ
しかないかな…って。

②オンとオフの切り替え

自己紹介を終え、最初のトークセッションのテーマは、「大切にしている価値観」。ゲストの皆さんが、現在どんなことを大

切に、日々奮闘しているのかをお聞きしました。

半径2メートルの範囲を良くしていく積み重ね－留奥志保さん

周りの「困った」を社会構造レベルでよくしたい－柴田涼さん
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※なお、本勉強会は招待制のセミクローズド方式で実施しました。そのため、このレポートでは、議論の要点を一部
抜粋してお伝えいたします。

今回の勉強会では、話題提供役として静岡県立大学卒業後

にNPOで働く2名が登壇しました。

宮城県石巻市で子ども・若者を支援するNPO法人TEDIC

の代表理事を務める鈴木平さん。そして、みんなのNPO研

究室の事務局でもあり、就労支援に取り組むNPOで働く渡

辺眞子が当日の進行兼スピーカーを務めました。

また、議論を深めるスペシャルゲストをお二人お招きしまし

た。まずは、助成財団で働く渡真利 紘一さん。そして、企

業でCSR・広報等を担当されてきたご経験を持つ、中畑 陽

一さんにもご参加いただきました。

NPOの財源に関する勉強会
みんなのNPO 研究室レポート#03NPOの働き方編

2022/11/08(tue) 19:30 - 21:00 / online / free / semiclosed

登壇者の紹介

まず最初に、3年間の助成プログラムを通じて実施された若

者支援の取り組みについてケーススタディを行いました。

事例の詳細については、情報保護の観点により省略します

が、議論のポイントとなった要点のみご紹介します。

3年間の助成を通じた「モデル事業」という位置づけで、

NPO・助成財団・行政の3者で協働するスキームのもと実

施された。

実施期間の途中で、当初、事業終了後の出口として想定し

ていた財源確保（行政における予算化）が困難となり、新た

な財源を確保する必要性が生じた。

その過程で、事業スキーム転換に迫られ、対象者や事業目

的（mission）についても見直す必要性が生じた。

ケース①助成金を活用した事業における、 より良い「継続」の形とは

これまで、みんなの NPO 研究室では ” 働く個人” に焦点を当てたトークセッションを実施してきました。今
回はその発展系として” 個人” から” 組織” に焦点を移し、NPO の財源確保についてケーススタディを通
じた勉強会を開催しました。
勉強会では、NPO で働くリーダーがこれまで携わった財源確保・事業運営の事例を持ち寄り、その事例の
中で生まれた悩みや葛藤・課題感について話題提供を行いました。また、ゲストとして「助成財団スタッフ」「企
業 CSR 担当者」を迎え、多角的な視点で議論を深めました。

鈴木 平さん
NPO法人TEDIC 代表理事

静岡県立大学国際関係学部
（2011年卒業）

speaker

渡辺 眞子さん
NPO職員

静岡県立大学国際関係学部
（2015年卒業）

speaker

special guest

中畑 陽一さん
自動車部品メーカー広報

静岡県立大学国際関係学部
（2002年卒業）

渡真利 紘一さん
助成財団職員

③会社のミッションと経営

みなさんのお話を聞いて
自分のミッションと暮らしの両立については、様々な面で難しさもあることがわかりました。
ただし、若林さんがおっしゃっていましたが、これはNPOや社会福祉法人で働いているということに限ったこと
ではないと思います。また、自分のミッション（大切にしている価値観）をお仕事にすることは、やりがいがある
ということがわかりました。プライベートの時間を注ぐほど自分の想いを入れられるというのは、ある面から見
れば危険な状態なのかもしれませんが、また一方から見ればとても素敵なことだと感じました。自分のミッショ
ンや暮らしとどう向き合っていくべきかを考える良い機会となりました。
また、この会のゲストの皆さんは全員転職を経験されていて、かつ民間企業で働いたことがある方々でした。
会の中では、ゲストの皆さんの転職理由や影響を受けた方のお話もお聞きしましたが、みなさん、民間企業を
経験したからこそ自分のミッションがはっきりし、やりたいことと稼ぎを重ね合わせられるようになってきたこと、
大学時代に出会った方やサークル活動に影響を受けたということも大きな発見だったように思います。

地域の問題を解決していくことを（困っている人の助けにな

ることを）仕事としている皆さんにとって、その仕事がなく

なることが喜ばしいことだけれど、その反面自分の仕事が

なくなるということは生活ができなくなるということ…そん

なジレンマを抱えているということがわかりました。また、

市民側から見て、地域の問題を住民が人任せにならないよ

うに、市民（活動団体）がもっとNPOと関わることが必要な

のではないかという意見もありました。

　　　留奥さん：今の判断って本当に純粋にミッションとい
　　　うか、支援者・対象者に対しての判断だったのだろ
うか？経営的、いわゆる数字での判断だったんじゃないか
と思うことをやることが実は増えていて、ストレスっていうと
ちょっと違うけれど、モヤモヤしています。

　　　若林さん：ぼくも、NPOで働くことの根本っていうん
　　　ですかね？ 「地域から問題を奪わない」ことが大事だ
というふうに思っています。

　　　留奥さん：簡単に言うと、（私たちの仕事は）自分ら
　　　の仕事がなくなるためにやってるじゃないですか。
それって不安ですよね。

　　　若林さん：そうそう。だから、自分たちが食ってい
　　　けば食っていこうとするほど、「地域から問題を奪
い、ミッションから離れていく…」みたいな。そんなジレン
マを感じながら…。

　　　留奥さん：そうなんですよね。そこに対していい塩梅

　　　が見つからなくて悩み続けています。

　　　柴田さん：自分は市民活動の角度からも入っていま

　　　す。ニートだったり、ひきこもりって言われてる人達

が、どうやって地域に出て行くかは、（地域の）みんなで考

えること、一緒にやっていくことだと思っています。市民活

動的な角度から入ると、NPOが頑張れば頑張っていくほど

組織がなくなる（＝支援する人がいなくなることが良い社

会）というのが自分はよくわからない。 だから、市民活動を
広げていくという角度から、NPOと協力したいという気持ち
が強くあります。
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まずはじめに、助成プログラムやモデル事業が持つ役割に
ついて、多様な視点をもとに整理するところから議論がス
タートしました。

そもそも助成プログラムが持つ意味として、「事業・政策の
実験的な位置づけ」「既存の価値観や常識の代替案（オルタ
ナティブ）の提示」が挙げられました。こうした側面から、公
共政策を含めた他の資金提供者に影響を与えていくこと
や、同じ分野で活動する他のNPOにナレッジを共有してい

くことが、助成プログラムが果たす役割として一般的に認識
されているようです。

その中でも、特に「モデル事業」においては、事業終了後に
"制度化"や"他地域への横展開"が期待され、社会全体に
普及していく役割を担っています。そのため、複雑な課題
に対応する先駆的な取り組みであるケースが多く、事業の
効果検証とセットで実施される点が特徴です。

助成プログラム・モデル事業の狙いの背景

「先駆性」や「社会への普及」を期待することで生じる葛藤

理念や対象者を大切にしながら事業の継続性を担保するには

モデル事業については、その性質から生じる課題や葛藤も
あります。今回の勉強会ではその点についても、さまざま
な意見が挙がりました。

●先駆的な取り組みであるがゆえに失敗もあるはずだが、
資金提供者側の期待が大きいプロジェクトであるため、
「失敗」という整理がしづらい状況があるのではないか。

●また、制度化や他地域への展開を見据えるがあまり、事
業の良い面ばかりを見せようとし、課題が見えづらくなっ
てしまう状況があるのではないか。

●対外的な発信により社会にうねりを作り出そうとする一方
で、事業の軌道修正がしづらくなったり、制度化や横展
開を目指すことで地域や対象者1人ひとりのニーズを考慮

した形から遠ざかってしまったりする。

●先駆性と地域への浸透が相反する部分があり、エッジの
効いた取り組みを実施することが求められる一方で、地
域にはシンプルなものではないと浸透しないという矛盾
があるのではないか。

●事業の「成功」の判断軸は何か。個人的には、それは「最
弱者」のためになったのかという軸だと考える。今回の
ケースで取り扱った「事業継続」は、「成功」だったのか。
それを「成功」とすると、今回の判断軸は何なのだろうか。
そして、その判断軸を用いるという根拠は何だろうか。そ
して、その判断軸を用いることの波及効果は何だろうか。

本ケースで扱った事例については、Dの制度化による継続
を目指していましたが、AやBなどの財源確保の方法だけ
でなく、Cのように他団体や関係機関と連携体制を構築する
ことで事業分散するという手段や、Eのように多様な関係者
の異なるニーズを満たす事業を構想するという手段など、
事業目的に応じて複数を組み合わせて選択していく方法が
あったかもしれません。

さらに、その事業自体を継続させる視点だけではなく、横
展開や制度化という結果の部分には表しきれない、事業に
よる知見や経験が "開かれた社会資源" として地域や社会
に引き継がれるという視点の重要性についても言及がなさ
れました。

また、事業を実施するNPOが「何をもって成功とするのか」
「何を大切にしたいのか」を組織内部で十分にコミュニケー
ションを図ることや、それを踏まえてステークホルダーと濃
度の高いコミュニケーションを図ることの必要性についても
触れました。

上記のように、助成プログラム・モデル事業という性質から
生じる課題や葛藤があることを踏まえた上で、NPOや助成
財団等のステークホルダーは何をもって"この取り組みは成
功した"と定義するのでしょうか。

本ケーススタディで扱った事例においては、「事業を継続さ
せること」を優先するがあまり、本来この取り組みを届けた
いと考えていた対象層や、当初の狙いとして掲げていた目
的（mission）を変更する結果となりました。事業を実施する
過程でどのようなことを意識すれば、取り組みが持つ理念
や対象者を大切にしながら事業の継続性を担保することが
できたのかについても整理をしてみました。

そもそも「事業継続の手段」とは、どういったものが挙げら
れるのでしょうか。本勉強会では、以下の5つの手段が挙
げられました。

自団体が本人や企業から（又は別事業から）収入を得て継続

自団体が賛同者からの寄付・会費（支援性）を得て継続

他団体や関係機関との役割分担（事業分散）による継続
（連携体制構築）

制度化による継続（予算化又は現行の制度対象を広げる）

多様な関係者の異なるニーズを満たす事業を構想し、
会費（対価性）等を得て継続

A

B

C

D

E

みなさんのお話を聞いて
今回の勉強会全体を通じて、「どのように財源を確保するか」という問いよりも、「NPOの理念や事業の対象者を
大事にする財源の在り方とは」という問いが重要なのだという気づきがありました。
また、この問いをNPO・企業・助成財団・行政など、多様な立場の関係者が一緒に考えていくことで、より本
質的な学びに繋がることを実感しました。

企業が「社会的価値」を創造する必要性の高まり

ケース②NPOと地域の企業が協働するためには

まずはじめに、近年の企業が置かれている状況から議論が

スタートしました。世界的な動きの中で、企業の価値創造

の一環として、社会の持続可能な発展に寄与する事業を行

うことで社会に価値をもたらす役割を企業が担う必要性が

高まっているそうです。

企業は何のために存在するのかという「パーパス」への関心

が高まり、その見直しに取り組む企業が増えており、その中

で企業が社会とのつながりを改めて見つめ直したり、社会

への意識が強化されている状況があるとのことでした。

そうした背景の中で、企業として社会で生じている問題や

課題をどのように捉え、その問題の解決にむけてどういっ

た取り組みが必要なのかを考える機会が増えており、そう

した際にNPOが持つ視点やナレッジが必要になってくる実

情があるようです。

そうした中で、例えば、行政を通じて企業とNPOがコミュ

ニケーションを取る機会が作られ、両者で取り組みの方向

性が揃えば、協働の機会をつくることが出来るのではない

かとの意見が挙がりました。

企業とNPOの協働の実情について

企業が地域のNPOと協働した事例について、スポーツ団

体のスポンサーになったり、若者の居場所支援を行うNPO

に寄付を行うなどの取り組みが紹介されました。多くは資

金や物品の支援に留まり、単発で終わってしまうケースばか

りだそうで、現状の在り方について議論がなされました。

例えば、居場所支援への寄付をした際には、「若者が居場

所に来る理由や原因」や「若者達がどうなったら望ましい状

況だと言えるのか」「地域全体がよくなる方法は何か」などに

ついて、企業側としてもなかなか理解が進まず、継続的な

取り組みに発展しづらい実情があるそうです。

また、課題が解決されて成果が見えやすいテーマについて
は資金が投入されやすい一方で、権利保障などのテーマに
ついてはイメージがしづらいこともあり企業の取り組みが進
んでいかないのではないかという意見も出ました。

続いては、企業からの寄付を通じた取り組みについてケーススタディを行いました。議論のポイントは以下のとおりです。

●企業の社会貢献活動の方向性や財源の捻出方法はどのようなものか。
●NPOとして地域づくりを見据えて地元企業との関係性を作りたいが、どのように作れば良いかがわからない。
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湯浅 雄偉さん
社会福祉法人一麦会

静岡県立大学国際関係学部
（2012年卒業）

宮西 悠さん
NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡

静岡県立大学国際関係学部
（2020年卒業）

森 洋子さん
社会福祉法人城ヶ崎いこいの郷

静岡県立大学国際関係学部
（2020年卒業）

「人を援助すること」を考える
みんなのNPO 研究室レポート#04NPOの悩み方編

渡辺 眞子さん
NPO職員

静岡県立大学国際関係学部
（2015年卒業）

guestguestguest

2023/1/19(thu) 19:00 - 20:30 / online / free

みんなの NPO 研究室、第 5 弾のトークセッションを 1月 19 日に実施しました！今回のテーマは「人を援助
すること」について。人や社会と関わる仕事のひとつである「対人援助職」。今回は対人援助の仕事に就き、
日々支援の現場で人と向き合っているゲストをお招きし、そのリアルを語り合いました。

faci l i tator 

登壇者の紹介

今回ゲストとして登壇いただいた3人は、福祉を専門的に
扱う学部ではない、国際関係学部で学生時代を過ごしてい
ました。みなさん、当初から対人援助の仕事に就きたいと
考えていた訳ではなかったようです。どんなきっかけで対人
援助の仕事を志すようになったのか伺いました。

宮西さんは、半年ほど前に現在のお仕事に転職した経緯が
あります。大学卒業後は、自分が経験したことのない分野
にあえてチャレンジしてみようと考え、設備メーカーの営業
職として就職しました。その後、自分のやりたいことを見つ
め直し、現在のお仕事に転職を決めました。「やりたいこと」
を考える際に立ち返ったのは、学生時代の活動だったそう
です。

　　　宮西さん：私のこれまでを整理してみて、自分自身
　　　のキーワードになったものが「他者を知る」「人と関わ
る」でした。私はもともと人と関わることが苦手ではあった
んですが、大学に入学してすぐに「静岡2.0」という地域団体
に所属して、地域で対話型のワークショップやまちあるきイ

ベントを企画したりしました。その中で、どんどんと「人と関
わることの楽しさ」を感じるようになりました。

そこから、さらに色んなボランティア活動に参加するなかで
「もっと自分を出したい」と考えるようになった時に出会った
のが「ゆうゆう舎」という、身体・知的障害を持つ方をサポー
トするNPOでした。初めて、障害を持つ方々と触れ合うこと
になったのですが、「ここ、すごく居心地がいい」と思えたん
です。ごちゃごちゃした感じが好きで、何一つとして綺麗に
まとまらないところが心地よくて「わたしもここに居ていいん
だ」と思えたことがすごく良かったです。自分と違う人、「他者」
と触れ合うことへの楽しさや喜びを感じられた経験でした。

大学卒業後に就いた営業の仕事を通じて、「やっぱり自分は
人と向き合うことを仕事にしたい」と気づいた宮西さん。学
生時代にいろんな活動に参加しながら、自分自身のキーワー
ドを模索したことが、卒業後のキャリア選択にも大きく影響
していることが伺えました。

「他者を知る」「人と関わる」というキーワードがみつかった学生時代

今回のトークセッションでは、静岡県立大学卒業後に対人援助職として働く3名が登壇しました。1人目は、和歌山の社会福
祉法人一麦会が運営する「ソーシャルファームもぎたて」で働く、湯浅雄偉さん。2人目は、静岡の「NPO法人青少年就労支援ネッ
トワーク静岡」で働く、宮西悠さん。そして、静岡の社会福祉法人城ヶ崎いこいの郷が運営する「障害者支援施設碧の園」で生
活支援員として働く、森洋子さんにご参加いただきました。（モデレーターは、みんなのNPO研究室事務局の渡辺眞子が務
めました！）

次に、ゲストのみなさんに、支援において大切にしている
ことや原動力となっていることを伺いました。日々の実際の
支援の中で起きた出来事やストーリーから、自身のやりが
いを感じた瞬間をお聞きしました。

対人援助の仕事と言ってもその幅はすごく多様で、宮西さ
んや湯浅さんのように「働く」という部分を支える仕事もあれ
ば、森さんのお仕事のように「日常生活」を支えるという関
わり方もあります。森さんは、障害を抱える方の暮らしを支
える仕事に取り組む中で、小さな変化や成長を感じられた
時にやりがいを感じるそうです。

　　　森さん：自分の頭をすごく叩いちゃう利用者さんが
　　　いて、理由を聞いても「わかんない」としか答えられ
ない状況がありました。多分、本人も本当にわからないん
だと思うんですけど、「自分の身体を大切にしてほしいか

ら、叩きたくなったら自分の頭を撫でてみようか」という話
を繰り返ししていくうちに、それができるようになっていっ
たり。そういう小さいこと、ちょっとした変化や時間をかけ
て変化していくことを感じられるときにやりがいを感じます。
出来ることが一つ増えたという、成長がやっぱり嬉しいです。
利用者の方々の笑顔をみて、こちらが元気をもらうというこ
とばかりです。

森さんのお仕事は、食事や入浴の介助をするなど日々の暮
らしを支えるもの。たとえば、家族であったとしても大変さ
を感じるような支援だと思いますが、森さんは「抵抗だった
り、嫌だなと思うことはまったくありません」と笑顔で話して
くれました。森さんのお話から、純粋に「人が好き」という
根底にある気持ちが、森さんの原動力になっていると感じ
ました。

「人が好き」というまっすぐな想いが原動力になる

最後に、日々の支援において「あるべき姿」と「現実」の狭間
の葛藤について伺いました。支援をする相手との向き合い
方における葛藤、組織として支援に取り組む上での葛藤な
ど、さまざまな視点から意見が出ましたが、湯浅さんから
は「対人支援職だからこそ社会システム上の矛盾や限界に
直面しやすい」というお話がありました。

　　　湯浅さん：対人援助という仕事は「ケア」とも言い換
　　　えられます。みんな赤ちゃんの時から大人になるま
で、だれかの「ほっとけない」に助けられて、支えあって、
依存しあって生きてきていると思います。

ケアは社会保障の仕組みの中で成り立っている部分があり
ます。ケアの仕事で「人が足りない」等の限界は、すなわち
制度の矛盾や限界でもあるわけです。ケアの仕事をしてい
る人だからこそ、仕事としてどういう制度・仕組みの中で成

り立っているのかという視点を持って、職場の同僚たちや労
働・福祉の現場で働く人たちと一緒に考えて、社会に投げ
かける動きをつくりたいと思っているんですけど、仕事の中
で運動に変えていくことや言葉で表していくことは、なかな
か難しいと感じています。どうしてもケアって気持ちの問題
とか、お世話の問題に回収されてしまうんですよね。それ
が私は問題だと思っているんですが、職場のなかの会話で
作り出すことが難しいです。

対人援助職には、社会のなかでの支援やケアの在り方を考
える役割があること、そして、対人援助職に関わる人たち
だけで考えるのではなく、ケアに依存している社会側にも
投げかけて行く必要があることを感じるお話でした。

「ケア」を担う対人援助職だから直面する、社会の仕組みにおける限界や矛盾

宮西さんのこれまでの経歴

● 静岡地域若者サポートステーション 就労支援サポーターに
● NPO法人 青少年就労支援ネットワーク静岡：入職

● 卒業後、工場向け付帯設備メーカー入社　法人営業に従事

● 帰国後、再びゆうゆう舎にて勤務。子ども写真館のアシスタントにもチャレンジした
● 中国・上海にて語学留学

● 福井県の障がい者自立生活センターCom-SupportProjectにて短期インターン経験
● 身体・知的障がい者の介助スタッフを経験。移動支援従事者養成研修修了
● 特定非営利活動法人ゆうゆう舎：入社(アルバイト)

● ボランティアサークル こんぺいとう：所属
● 青少年就労支援ネットワーク静岡「就労支援セミナー」にボランティアとして参加
● 地域の交流の場”ひろば”（対話型ワークショップ、まちあるき）の企画・運営を行う。
● 地域団体 静岡2.0：所属
● 静岡県立大学 国際関係学部国際言語文化学科：入学
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みなさんのお話を聞いて
今回は、将来対人援助職になることを検討している学生、NPO関係者や対人援助職として働く方々、そして転

職を検討している方など、幅広くご参加いただきました。

終了後には、「転職先でも支援の仕事をしたいと思っていて、でも働き続けられるだろうかと少し不安もあった

んですが、皆さんのお話を聞いてやっぱり支援の仕事を長い目でしたいなと素直に思えました。」という感想もい

ただきました。参加いただいた方にとっても何か得られるものがある時間になっていればうれしいです。

ご協力いただいたゲストのみなさん、参加いただいたみなさま、ありがとうございました！

山下 恭平さん
志摩機械株式会社

静岡県立大学国際関係学部
（2013年卒業）

宮崎 真菜さん
牧之原市役所長寿介護課

静岡県立大学国際関係学部
（2015年卒業）

本林 智都さん
社会福祉法人

静岡県立大学国際関係学部
（2020年卒業） ※当日欠席

学生時代のサークル活動が私たちにもたらしたもの
みんなのNPO 研究室レポート#05NPOの悩み方編

山本 晃史さん
認定NPO法人カタリバ

静岡県立大学国際関係学部
（2015年卒業）

guestguestguest

2023/1/30(mon) 19:00 - 20:30 / online / free

最終回となる今回は、『学生時代のサークル活動が私たちにもたらしたもの』をテーマに、2 人のゲスト（予
定していたゲストのうちお一人がお仕事の都合により当日欠席となりました。）と、ファシリテーターをお招
きし、進路選択や将来への不安が軽減されたり、サークル活動の意味を考えることで明日の活動が楽しみ
になることを目的としたトークセッションを行いました。

faci l i tator 

大学時代から今まで

大学時代に見つけた自分のキーワード。－山本晃史さん

学生時代は、何か面白いことをやりたい！という想いで友達
と一緒にテーマを決めて語り合うサークルを立ち上げたと同
時に、好奇心でいろんなサークルへの所属と立ち上げを行
いました。有機的に行って来たサークル活動をすることと、
たくさんの本を読めた（読まなきゃいけない環境にいた）こ
とが現在に繋がっていると感じ本を読むことも大学生にお
勧めしていました。また、社会貢献サークル以外に、大学

入学以前より取り組んでいた音楽活動にも力を入れていま
した。卒業後はバンド活動に力を入れるべく上京します。
関東4県の大会で準グランプリをとり、有名なプロデューサー
との出会いもありましたが売れず、夢と挫折の東京生活の
なかで27歳で自己破産をし、国内ヒッチハイクの旅、そし
てユーラシア大陸をギター1本で渡る旅へと出かけます。

学生時代は、中高生が学校を超えて何かをチャレンジしてい
くことをサポートすることに面白さを感じる中で、海外の「ユー
スワーク」を学びたいと考え留学。その後、いろんな人の価
値観に触れ、「対話」というキーワードも見つかりました。そ
んな山本さんが最初の進路選択ではどんなことを想っていた
のでしょうか？

　　　山本さん：誰かに声をかけてもらって、仕事が見つか
　　　ると嬉しいな～と思っていたら、ちょうど東京でこんな
仕事があるから一緒にやらないかと声をかけてもらって、対
話を大事にしてまちづくりを行う社団法人に入りました。その

他にも複数の仕事をもってやろうと思い、週末地域に出かけ
て行ったり、シェアハウスをやってみたり、区の非常勤の職員
をやりながら、聞き合いのまちを作っていこう！ということを大
事にして仕事をしていました。

3-4年つづけてみて、いろんな世代のことを考えていくことが
大事だと思ったそうですが、やはりもう一度、中高生のもと
に帰っていきたいと思うようになり、現職「認定NPO法人カタ
リバ」に転職します。今では、ユースセンターの職員として働
きながら、学校の校則やルールを題材にした生徒主体のルー
ルメイキングを行う事業を立ち上げ、責任者も務めています。

好奇心で動いた大学時代と旅をする中で気づいた価値観。
「何とかなる」って思えるように。－山下恭平さん

仕事にするのか、ボランティアとして関わるのか

ゲストからのトークを聞いたあとでは、参加者のみなさんからの質問に答えていく時間を設けました。その中で大学生の方

から「対人援助にボランティアとして関わったことがあるが、仕事にするかどうか迷っている。ボランティアと仕事の違いは

何か？」という質問が寄せられました。

「本当に目の前の人の“より良く生きる”に繋がっているのか」
という問いの重要性

ゲストのお話では、日々の支援を通じてやりがいを感じる出

来事もある一方で、「自分の関わりは本当に目の前の人がよ

り良く生きることに繋がったのだろうか」と自問する場面も多

くありました。

例えば、就労支援においては、一般的には「働くこと」を目

指して支援を行います。支援者である自分との関わりの中で

関係性が深まり、支援を受ける方が次のステップに進むこと

は喜ばしいことである一方で、支援者である自分との関わり

は一時的・限定的であるがゆえに、支援が終了したあとに

支援を受けていた方が苦しい状況になってしまった、そして

それに気づくことが出来なかったという経験談をゲストから

お話いただく場面がありました。

その経験談を通じて、支援者と被支援者との1対1の関係

性を深めていくだけではなく、「仲間」や「地域」という視点を

持ち、関係性を増やす・広げる視点を持つことの重要性に

ついても語られました。また、このお話を伺う中で「自分の

関わりや支援は本当に目の前の人のためになっているの

か」という問いを常に持ち続けることの重要性も感じました。

「自分の存在が役立った」と感じることがやりがいに繋がる

一方で、自己満足に陥ることで視野が狭くなってしまう危険

性も孕んでいます。支援者として、自らが置かれている状況

や立場を俯瞰的に捉え、自省的な眼差しを持ち続けること

が、より良い支援を行う上で重要であると感じました。

　　　学生時代はフラットに自分の問題意識を語れる環境があったけど、職場では色んな考え方を持つ人がいて、

　　　自分の考えが受け入れられない場面もある。組織としての支援の方向性と、目の前の利用者の方の意向が

反する場合に葛藤を感じることもある。そこは学生時代にボランティアとして取り組んでいた時と仕事として取り組ん

でいる現在の違いかもしれない。

A.

　　　仕事にするのであれば、どんな想いを持っている人が働いている職場なのかが重要になると思う。自分が志

　　　や想いを持っていても、さまざまな背景の方が働いているので、なかなか想いを共有できない環境だと孤立

感を感じてしまうと思う。

A.

16 17



　　　山下さん：投げ銭をもらって生活する旅をして、ど
　　　んな形で働いている人でも、誰かの生み出されたモ
ノで生かされている（「1人で生きているのではなく、人に生
かされている」）んだと気づき、ないものねだりをしていても
しょうがないと吹っ切れ、腹をくくり地元に帰ることにしまし

た。

帰ってきてからは、得意なことで役に立てればいいとぼんや

り思いながら、7つくらいアルバイトをかけ持ちしていまし

たが、たまたま知人から声をかけられ、NTT西日本で働き

始めます。面白い子だと可愛がられていましたが、コロナ

禍をきっかけに自分のやりたいこと、自分が働いてもらうお
金のことを考えるようになり転職を決意します。

　　　山下さん：植物や昆虫のことが好きで勉強をしてい

　　　たので、子供たちや自然と関わることを自分のナリワ

イに出来ないかと思うようになりました。また、学生時代の
「キャリア概論」の伊藤洋志さんの授業で、いくつか自分の
得意なことを掛け合わせて役に立てればいいなとも思って
いました。

現職では、里山のサイクリングガイドや、昆虫採取のイベン

ト企画、コミュニティカフェの運営、ラジオパーソナリティ、

子供たち向けのネイチャーガイドなど多くのことに携わって

いるそうです。自分を振り返るきっかけとなったコロナ禍で

は、どんな変化があったのでしょうか？

　　　山下さん：営業の仕事では歩合が給料の相当の割合

　　　を占めいたので、給料に差がありました。こういう資

本主義的な数を追い続ける世界観でいいのだろうか、コロ

ナになった途端に会社が補填するのだろうか…とコロナ前

では考えなかったことを考えるようになりました。そういう

社会制度そのものや自分が働くことでいただくお金のことを
考えるようになり、外的要因で今までの当たり前が変わって
しまったときに、（放浪していたときのように）自分が動いて
何かが変わる、「何とかなるって思えるように」したかった（自
分の手ごたえを試していきたいと思った）んです。それで独
立しようと思っていたところ、活動資金を工面してもらう予

定だった会社から、うちに来ないかと誘われました。

そして、本当は自分には複数のナリワイを持つことはできな

いと思っていたという山下さん。田舎に帰り、自分にできな

いことを安請け合いすることはなく、出来ることや好きなこ

とをやるようにしていたら、お仕事の声がかかるようにな

り、今のようないくつものナリワイを持つスタイルになりまし

た。また、本当に夢中になれたことを思い出す機会があっ

たのも大きかったとおっしゃっていたのが印象的でした。

卒業後は海外に行くぞ！都会で働くぞ！と思って入学し、その

ためには行動力をつけなきゃと思い、いくつかの社会貢献

サークルに所属しました。しかし、サークル漬けで授業にあ

まり行けず、留年と休学をします。同時期に東日本大震災が

あったことが転機となり、地元にも目を向けるようになりまし

た。この時期に勢いとノリで愛媛県愛南町と秋田県横手市の

NPOでインターンを経験し、田舎の人たちが楽しそうに暮ら

している姿を見て、もう少し自分の地元を知ろうという思い

をもって復学します。

　　　宮崎さん：社会貢献サークルに所属して良かったと思

　　　うのが、素敵な出会いがたくさんありました。一つは、

ファシリテーションに出会えたこと。こうやってみんなで話し
たり、作ったりしていくんだなと学びました。二つ目が、エ
ンパワメントと出会えたこと。その人が持つ力を発揮できる
ような応援をしていく、その人の力を信じ切ることに感動し

ました。もう一つが、仲間や師匠に出会えたことです。一方
で、いまでもダメだったと思うのが、遅刻常習犯だったこと、

やるやる詐欺だったこと、無責任だったなということです。

就職時も地元といえば市役所でしょ！と勢いで就職した宮崎

さんが、仕事の楽しさややりがいにつながる学生時代の経

験も語ってくださいました。

　　　宮崎さん：学生時代からやっていたよな、きっとつな

　　　がっているんだろうなと思うことが、大きく分けて4つ

あります。一つが、誰とでもフラットな関係性であること。ま
ずは、相手を知って関係性を築くことから始めないと、いい

方向に行かないと思っています。行政が「～させる」「～して

もらう」と考えたらダメで、市民の人や企業の人たちは一緒

に地域を作っていく人だと考えていかないとダメだなと思っ

ています。二つ目が正解のないことをあ～だこ～だ話し合う
こと。三つめがファシリテーションで、話し合いの場づくりに
ついて学んだからこそ、話し合いから何かを生むということ
ができています。四つ目が大きなあいさつ（笑）第一印象は
大事で、挨拶からコミュニケーションが始まるということを先

輩から教わりました。

また、宮崎さんは仕事以外に牧之原市消防団女性消防隊の

隊長としても活躍されており、大学時代の反省を生かした組

織運営を行い、「これなら♬book」というハンドブックをみん
なで作成したそうです。女性ならではの目線で、防災という

言葉はあえて使わず、女性特有の被災リスクを軽減するため

の本で、みんなのやりたいを一番に考えて、団員みんなで作

り上げました。

大学入学当初からは一転。サークル活動を経て得た価値観。－宮崎真菜さん

　　　宮崎さん：きっかけは気軽だったけど、やっていくう

　　　ちに、はまっていったという感じがする。それから、

今日みたいな急なトラブルへの対応が出来る力は身につい

たよね。

　　　山下さん：事前のアンケートであった、「社会人になっ

　　　て、他の同期の社員と比べて、サークルでの経験に

よる自分の成長を感じたことはあったか？」については、同

じ方向を見て、みんなで同じことをやる経験したことで、社

会に出ると違う意見を持っていて、見ている方向が違う人

がたくさんいるけれど、どんなところに行っても、人のこと

を尊敬してやっていけるなぁと思いました。それから、人間

にとって「言葉が大切」ということに気づかせてくれたと思い

ます。誰かと、ちょっと待てよと立ち止まって考える時間が

サークル活動であり、それがかけがえのない時間でした。

それで、今また立ち止まって、サークル活動時に読んでい

た本を読みなおして、考えていたことを思い返してみたりし

ます。でも、サークル活動は大変だったよね（笑）

　　　宮崎さん：大変だったことを、今の糧にしている気

　　　がします。

サークル活動で経験したことや読んだ本を、今でも思い出

してみたり、考え直してみたりしているというお二人。改め

て、学生時代のサークル活動がお二人にもたらしたものと

は？

　　　宮崎さん：「生きやすくなった」かな～。学生時代か
　　　ら生きやすかったわけじゃなくて、学生時代にこれ

やって良かったということを続けてきたり、負の原体験を変

えてきたことで、人に頼るということができるようになりまし

た。それはここ1-2年で身につけたスタイルで、これができ

たことで生きやすくなったし、働きやすくなった。そして自
分をさらけ出せるようになりました。サークル活動って即効
性があるものではないと思っていて、これからもきっと影響
が出てくるんだろうなと思っています。

　　　山下さん：即効性があるものではないというのはす

　　　ごく共感します。それで、始めるのにはきっかけはな
んでも良いと思ってて、でもそこでできた友達が、一緒に議
論できる仲間という財産になったし、自分自身の可能性を
広げてもらえた（のがサークル活動だ）と思っています。今、
就職活動などで自己分析している人も多いかもしれないけ

れど、何かをやったから自分が何かになれるという単純な

ものではないと思うので、（自己分析をした結果）自分を悲

観的には見ないでほしいです。自分自身と真剣に向き合っ
てくれる仲間を大切にしてほしいです。その中でしか見えて
こない、自分を相手の中に見ることが大事だと思っていま
す。

サークル活動は、自分にとってどうして大切？今の自分に影響していることは？

このトークテーマでは、参加している方々にも現在のサークル活動の振り返りをしてもらい、zoomのチャットで参加しても
らいました。『頼る頼られる関係。人とのつながり。自分にとって何が大切か気づかせてくれる。尊敬できる人に出会える。
物事を多面的にみられるようになった。』…などなどたくさんご意見をいただきました。

みなさんのお話を聞いて
サークル活動そのものももちろんですが、活動の中でできた仲間や尊敬できる方との出会いも、今に大きな影
響を与えているということがとても印象的でした。
大学生時代の数年間の活動ですが、真剣に考え行動し、仲間と語り合った日々は、社会人になっても思い出と
してだけではなく、身体にしみついた癖となり、日々成長を続ける糧になっているんだと気付かされた会でした。
現在、サークル活動に励んでいる大学生にとっても、先輩方の声を聞くことで、今の活動を振り返ったり、今後
のことを考える良い機会となっていたら嬉しいです。
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